
偕行日　　２０１３年（平成２５年）５月２６日（日）（雨天催行）

集　合　　新宿駅西口工学院大学前に　　７：４５　◆一紅会の旗を目印にして下さい

出　発　　　　同上所　　　　　　を　　８：００　　時間厳守

参加者　　４５名（根津記念館より１人増員して４６名）

　　　　　京王バス　運転士２人の大型観光バス

ド糊

新宿→首都高・中央自動車道　勝沼ＩＣ→９：３０国指定有形文化財山梨市根津記念館

　（此処から斉藤由美子様参加。学芸員説明付きでハ蔵展示棟より見学）１０：２０→

１１：ＯＯ甲府市山梨中央銀行金融資料館（中込館長、学芸員説明付き見学、記念写真撮

影）１１：５０→１２：００母校甲府―高訪問（大村紘一郎氏ここのみ参加、大西先生の

説明付きで見学、記念写真撮影）１２：４５→

１３：１５国指定有形文化財昭和町風土伝承杉浦馨院（昼食、中野館長説明付き見学、記念

写真撮影）１４：４５→昭和ICより中央道、小淵沢ＩＣ→

１５：３０小淵沢中村キース美術館（藤巻秀彦氏参加、学芸員説明付き観賞見学）→

キースプリングタ食１７：ＯＯ→小淵沢IC中央道→双葉ICトイレ休憩、斉藤由美子

様下車→（運転士さん一任でトイレ休憩）→首都高→新宿西口帰着予定２０：００

　（お疲れ様でした！！）

※諸般の状況都合により予定時間を変更することもあります。また、帰路の渋滞も予想さ

　れます。



催行日　：　平成２５年（２０１３）

会　費　：　７，５００円

5月２６日（日）

ＮＯ 卒業年次 お　名　前 備　考 ＮＯ 卒業年次 お　名　前 備　考

１ Ｓ３８年卒 渡辺　房男 講師 ２６ 雪江　武雄
２ Ｓ３０年卒 鮎川ますみ ２７ Ｓ３８年卒 一顧　　明 を

３ 神田　四郎 ２８ 市橋金之助
４ 神田　信子 ２９ 梅揮　梅子
５ 瀧川さち代 ３０ 新海行子
６ 呉藤勢津子 ３１ 鈴木　紀子
７ 近藤　文子 ３２ 角田　　等

ｉ　　　　　バ

８ 塩瀬　昭子 ３３ 中塚　喜雄
９ 轟　佐知子 ３４ 祢津　信夫
１０ ハ木原順子 ３５ 長谷川俊彦

１１ 清水　容子 ３６ 矢野　峻行
１２ 井上　若子 世話人 ３７ Ｓ３９年卒 大木　芳正
4＝S= Ｓ３２年卒 一雨害＝-=被 ３８ 斎藤美都子
１４ 若尾　和子 ３９ Ｓ４０年卒 宇野由美子
１５ Ｓ３３年卒 飯田冨美子 ＝4=○ニ こ=衆陣＝保11==

１６ 河内　一郎 頬刺感銘 ４１ 山駆　萩江
１７ 五味　一彦 ４２ Ｓ４１年卒 山本　秀彦
１８ 斎藤由美子 根津記念館 ４３ Ｓ４４年卒 杉本　恭子
１９ 早川　圭蔵 ４４ 峯川　文江
２０ 樋川　鉢一 ４５ ｓｎ年齢 西野　公子
２１ 三揮千鶴子 ４６ ダレ 山下　嘉子

２２ Ｓ３４年卒 斉藤峰子
７ ４７

２３ Ｓ３５年卒 作道　　恒 ４８

２４ Ｓ３６年卒 田村　久夫 ４９

２５ 塚越　　洋 ５０

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　○根津記念館から参加の斎藤由美子氏は会費５，５００円

■Ｓ３８年卒大村紘一郎氏は甲府一高訪問のみ参加

■Ｓ４０年卒藤巻秀彦氏はキースプリングのみ参加

■京王バス運転士中山正友氏他の２名　ｔ色町

※風土伝承杉浦医院での昼食　：　４８名

※キースプリングでの夕食は　：　４９名
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国指定有形文化財山梨市根津記念

〒４０５－００３２　山梨市正徳寺２９６ ＴＥＬ：０５５３－２１－８２５０

ＦＡＸ：０５５３－２１－８２５１

　近代日本を代表する実業家、甲州財閥の１人でもある根津嘉一郎の実家を保存、活用する施設。

２００３年（平成１５年）、建物、敷地を所有して来た根津家の子孫が、山梨市に寄贈。

長屋門、主星、土蔵に加えて、復元した青山荘、茶室、常設展示棟などを整備し、２００８年（Ｈ２０

年）１０月に開館。

常設展示棟「八蔵」では、初代根津嘉一郎の生涯をパネルで紹介、山梨県下の小学校に寄贈した根津ピ

アノをはじめ、甲州財閥に関する様々な資料が展示されている。

山梨中央銀行金融

〒４００－○０３２

館長（学芸員）中込力氏ざ跨

甲府市中央２－１１－１２　　ＴＥＬ：０５５－２２３－３０９０

　　　　　　　　　　　　　　ＦＡＸ：０５５－２２３－３０９１

　山梨中央銀行創立５０周年事業の一環として、

展示館。

１９９２年（Ｈ４年）７月に開館した金融関係資料の

■山梨中央銀行史‥・山梨中央銀行の歩みを中心とする歴史的文献の紹介

■貨幣史・・・・・・・古代から今に至るまでの貨幣現物の展示

　　　　　　　　　　　甲斐武田氏の貨幣制度（甲州金）

　　　　　　　　　　　江戸時代の貨幣制度

■「甲州財閥」をテーマ展示

梨県立甲府第一高等 同窓会事務局　大西勉氏ご早　7）

〒４００－０００７　甲府市美咲２－１３－４４　　ＴＥＬ：０５５－２５３－３５２５

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ＦＡＸ：０５５－２５３－３５２７

寛政年間甲府城南の地に設置された甲府学聞所を前身とする官学徽典館に淵源する

１８８０年（明治１３年）ＩＯ月「中学教則」の制定に基き山梨県中学校の師範学校内に併設される

　　　　　　　　　　　　１０月２３日開校の式典を挙行（創立記念日）

１８８１年（Ｍ１４年）

１８８２年（Ｍ１５年）

１８８４年（Ｍ１７年）

１８８７年（Ｍ２０年）

１８９０年（Ｍ２３年）

１８９９年（Ｍ３２年）

１９００年（Ｍ３３年）

１９０１年（Ｍ３４年）

８月　師範・中学の両校合併、山梨学校と改称

１０月　徽典館と改称。師範学科、初等中学科を設置

７月　始めて徽典館初等中学科から卒業生１人を出す

３月　山梨県尋常中学校が発足

４月　尋常中学校第一回卒業式挙行

４月　「中学校令」改正に伴い山梨県中学校と改称

４月　甲府城内に新築、移転する。山梨県都留分校を谷村に置く

４月本校分数場内に山梨県第二中学校設置により山梨県第一中学校と改称

　　　更に県立山梨県第一中学校と改める

１９０６年（Ｍ３９年）６月　山梨県立甲府中学校と改称する



１９２４年（大正１３年）１１月　第一回強行遠足を実施する

１９２８年（昭和３年）７月　西山梨郡千塚村（現在地）に新校舎竣工、移転する

１９４８年（Ｓ２３年）４月　学制改革のため山梨県立甲府第一高等学校と改称する

　同年　　　　　　　１０月　校歌を制定

１９８０年（Ｓ５５年）１０月　創立１００周年記念式典挙行

２０１０年（平成２２年）１０月　創立１３０周年記念式典及び記念行事挙行

歴代の主な校長先生

①山梨中学校（Ｍ１３、１０、２３）

②徽典館（Ｍ１５、１０、７）

③第７代　山梨県第一中学校（Ｍ３４、

④第１０代　県立甲府中学校（Ｍ３９、

綿引　泰（Ｍ１３、１０、１９～１４、２、２）

吉田義静（Ｍ１７、４、８～２０、３、２０）

４、１）　大島正健（Ｍ３４、３、２６～大正３、

６）江口俊博（大正１２、６、２７～昭和７、３、

４

８、

３１
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３

）

１）

校量　「教育目標」

　「１　高遠な理想のもとに平常の実践に努める

　Boy8 be ambitiou8（少年よ大志を抱け）大島正健校長が提唱。札幌農学校を去るクラーク博士から

大島校長が直接聞いた言葉。

　「２　自然の法に遵い人　愛に生きる

　賛天地之化育（天地之化育を賛く）江ロ俊博校長が提唱。そのレリーフが本館正面玄関に掲げてある。

出典は『中庸』「天地万物の生み育てる力を賛助する」の意。

　「３　日に新たに真理を探究　る

　菊日新日日新又日新（菊に日に新たに、日日新たに、又日新たなり）

江口俊博校長が提唱。出典は『大学』殷の湯王が用いた盤（洗面器）の銘文にある。日々の努力を怠ら

ぬように戒めたもの。

　Be Gentleman （紳士た

　大島正健校長が提唱。本来はクラーク博士が設けた札幌農学校唯一の校則

現在_り在校生徒数　　全員：８２４名　（男子：３８２名、女子：４４２名）

国指定有形刻ﾋ財昭和町風土伝承杉浦馨院　館長中野良男氏夕防

　(杉浦健造・三郎地方病資料館)

〒４０９－３８６５　山梨県中巨摩郡昭和町西条新田８５０－１

ＴＥＬ・ＦＡＸ：０５５－２７５－１４００

C
L
.

　甲府盆地を中心に県内に蔓延した地方病（日本住血吸虫症）の研究と治療に生涯を賭けた医師

杉浦健造・三郎父子の業績を顕彰し、地方病終息に至る先人の足跡を伝承していくため、昭和町が

平成２２年に杉浦家の土地、建物を譲り受け杉浦家から総ての収蔵品の寄贈を受けて、地域文化発信

拠点として保存、活用していこうと整備を進めて、現在は杉浦父子が治療と研究を続けた病院と庭園等

を公開している。約３３００平方米の敷地内に、大正から昭和にかけて建てられた病院と明治時代建造
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の母屋が並立している。（I）「.Sugiura’s omce Phy81cian」の英字看板と当時のままの表札「杉浦馨院」

が病院玄関に並んでいる。

杉浦家は江戸時代初期からこの地で代々続いた漢方医。健造・三郎は西洋医学を修めた。

８代目健造博士（１８６６～１９３３）は、地方病発症地の用水路に共通して宮入貝に似たカワニナが

生息するという研究結果を発表し「宮入貝」と「日本住血吸虫」発見の先駆者として著名。

９代目三郎博士（１８９５～１９７７　）は、動物実験を繰り返し宮入貝を中間宿主にしたセルカリア

が皮膚から侵入する感染ルートを突き止めた日本住血吸虫症の世界的権威。

　父子を讃える頌徳碑と頌徳歌がある。

jヽ潤沢アートヴィレッジ中村キース・ヘリング美　　　ド

〒４０８－ｏＯ４４　北杜市小淵沢町１０２４９－７　　ＴＥＬ：０５５１－３６－８７１２

　　「キース・ヘリングの世界～混沌から希望へ～」をテーマにキース・ヘリングのコレクションのみを

展示する世界で初めての美術館。キース・ヘリングの貴重な作品を一堂に展示することを目的にするだ

けでなく、彼が発したメッセージを体感出来る様に、美術館の建物は建築家北川原温の設計で「光と影」

を表現した空間を創出している。作品観賞と同時に空間体験を通して、キースの考えた事や人生、彼が

駆け抜けた時代に想いを巡らせ「希望」と「夢」そしてエネルギーの感受をコンセプトにしている。

キース・ヘリン（Ｋｅｉｔｈ Ｈａｒｉｎｇ）１９５８、５、４～１９９０、２、１６）

　アメリカペンシルベニア州レディング生まれ。スト!J－トアートの先駆者とも呼べる、１９８０年代

アメリカの代表的な芸術家。１９８０年にニューョークの地下鉄構内で使用されてない広告掲示板に黒

い紙を張り、その上にチョークで絵を描くというサブウエイ・ドローイング活動を始めた。シンプルな

線と色でリズミカルに描かれた絵はニューョークの通勘考の評判になった。シドニー、メルボルン、パ

リ、アムステルダム、リオデジャネイロなどで壁面を製作して公共空間での活動を多く行った。

ベルリンの壁の有名なチャーリー検問所の壁に絵を描いている。

社会貢献活動も多く、恵まれない子ども連への救援活動、特に自身がHIV感染者だったので作品を通し

てAIDS感染を防ぐメッセージを出すなど、AIDS撲滅運動に積極的に関わった。

１９９０年３１歳で夭折

ステーキハウスキースプリン　　　荒川支配人　　ＴＥＬ：０５５１－３６－５３４２
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臨
ド
、
Ｊ
Ｊ
に
脳
徊
Ｅ
ｅ
Ｅ

１
６
ａ
ｌ
ｉ

ｔ
ｌ
ｉ
ｌ
Ｆ
（
柵
に
の
Ｉ
）
４
０
１
￥
ｉ

‘
９
ｇ

碕
個
田
＋
唾
９
碗
９
螺
ｉ
ｅ
に
即
。
９
任
祠
Ｊ
Ｏ
り

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
。
μ

、
］
翁
Ｄ
闘
Ｕ
り
測
鉛
硲
卯
沼
一
惣
ロ
一
（
柵
回
巴
）
柵
柵

一
双
匹
。
砿
恂
徊
臨
海
ｔ
碕
徊
Ｅ
ｅ
ｖ
‘
1

‘
x
l
壮
ｊ

田
ｆ
Ⅲ
一
・
玲
客
旅
徊
廻

。
ぶ
厩
Ｇ
刄
畷
ｙ
Ｓ
知
刄
μ
４
妁
偽
「
佃
ｕ
齢
心
弱

７
２
７
Ｚ
４
９
(
Ｗ
Ｓ
ｊ
ｕ
ｉ
(
ｚ
４
Ｍ
ｌ
ｉ
ｉ
Ｔ
￥
嬉
‘
2
C
　
i

‘
i
C
L
t
2
i
i
g
l
4
1
城
７
ｉ

Ｍ
１
７
１
‐
ｉ

弓
丿
囚
尨
屡
収
ｅ
（
接
β
の
一
）
接
6
g
l
j
9
(
＆
1

　
　
。
沢
Ｊ
刎
μ
恂
に
侃
恥
疵
逗
に
脳
個
祠
。
μ
恂
個
偽

恥
ぷ
一
個
Ｅ
ｅ
ｔ
マ
邸
即
。
り
こ
Ｄ
同
日
一
屡
収
ｅ
り

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
７
／
９

１
４
恂

叫
置
石
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収
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汽
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叩
一
１
１
伺
同
一

（
￥
柵
昶
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侭
察
知
●

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
謁
款
丿
価
Ｊ
に
低
徊
佃

双
涙
翌
。
り
尨
徊
ｇ
Ｅ
９
‐
尹
削
｛
咄
徊
丿
禄
紀
如
や
Ｊ
ｔ
膀

'
１
９
ｚ
７
(
ｉ
ｌ
ｉ
(
Ｚ
)
‐
１
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４
ｇ
ｌ
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１

１

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
。
柵
９
刑
罰
ｅ
Ｅ

。
μ
、
］
勣
丿
徊
忽
徊
遡
茎
昼
微
禄
ｇ
ｙ
叫
。
り
、
Ｊ
に
低
徊

昼
減
収
９
％
口
笛
い
硲
蜃
授
ど
頭
祠
、
Ｊ
Ｊ
Ｅ
一
如
召
。
一
如

。
、
］
佃
蚕
卵
屡
咲
微
温
（
接
一
｀
？
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接
マ
涙
翌
包
空
匁
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昼
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自
治
邸
や
こ
Ｊ
旧
知
恂
ぶ
低
徊
昼
器
Ｊ
ｊ
刊
作
顛
叩

耀
ｅ
巨
眼
忖
一
ｊ
ぷ
恂
。
コ
に
低
一
昭
一
紀
徊
垢
眼
や
ー

圓
似
べ
ｅ
匂
餅
米
・
匈
‐
Ｅ
φ
ぷ
佃
。
択
－
旧
訓
恂
旺

咽
刎
柵
ｅ
印
徊
句
切
Ｊ
｀
團
（
と
条
鴉
碕
如
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￥
宜
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瞭
Ⅲ
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９
９
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４
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４
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ｉ
ｎ
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ｕ
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恥
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叙
哨
群
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Ｅ
Ｏ
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●
一
｀
徊
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／
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佃
唄
昶
屁

ｊ

１
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圖
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一
’
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隅
ｅ
喜
鑑

（
忿
柵
弱
匹
）
ど
Ｓ
り
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｛
賢
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ｌ
　
　
ｉ
ｓ
ｉ
･
ｌ
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0
1
ド
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註
卜
鴎
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伺
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栃
昶
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ひ
な
、

　
山
梨
県
の
Ｊ
Ｒ
中
央
線
山
梨

市
駅
か
ら
近
い
万
力
公
園
内

に
、
周
囲
を
圧
倒
す
る
よ
う
な

銅
像
が
そ
び
え
立
っ
て
い
る
。

台
座
部
分
は
1
2
肩
、
銅
像
部
分

は
５
肩
。
東
武
鉄
道
を
中
心
に

3
0
を
超
え
る
鉄
道
事
業
に
携
わ

り
、
「
鉄
道
王
」
と
呼
ぱ
れ
た

】
山
梨
市
出
身
の
実
業
家
・
根
淳

一
嘉
一
郎
（
初
代
）
の
姿
だ
。

　
　
「
台
座
が
高
い
の
は
、
地
元

に
と
っ
て
そ
れ
だ
け
偉
大
で
、

深
く
慕
わ
れ
て
い
た
こ
と
の
表

れ
で
す
」
。
地
域
お
こ
し
の
Ｎ

Ｐ
Ｏ
法
人
「
山
梨
ガ
バ
メ
ン
ト

協
会
」
　
（
山
梨
市
）
理
事
で
、

郷
土
史
に
詳
し
い
根
津
和
博
さ

ん
（
3
5
）
が
説
明
す
る
。

　
　
「
企
業
は
、
国
家
や
社
会
に

本
当
に
寄
与
し
よ
う
と
す
る
真

の
目
的
が
な
く
て
は
栄
え
る
も

(山梨県山梨市)根津嘉一郎
け上

几Ｚゝ、
の
で
は
な
い
」
。
嘉
一
郎
を
顕

彰
す
る
「
根
津
記
念
館
」
の
展

示
室
に
は
、
回
顧
録
の
一
文
が

掲
げ
ら
れ
て
い
る
。
企
業
経
営

の
神
髄
を
言
い
表
し
た
も
の

で
、
そ
の
人
生
の
歩
み
へ
と
来

館
者
の
興
味
を
い
ざ
な
う
で

　
農
商
業
を
営
む
大
資
産
家
の

後
継
ぎ
と
目
さ
れ
な
が
ら
、
東

京
に
出
奔
し
て
漢
学
を
学
ぶ
な

7べ
に

尽

　・　【交通】根津記念館はlll

J R山梨市駅から徒歩
25分、春日居町駅から徒歩20
分。中央道勝沼ＩＣ、=一宮御
坂ＩＣからともに車で15分
【周辺】山梨市駅から
北西約２ｷ｡に、甲府盆

－
ｉ
÷
ａ
ｌ
ａ
ｌ
ｌ
ｌ
Ｉ
Ｉ
Ｉ

地を見下ろせる笛吹川フルー
ツ公園があるo同公園の夜景
‘は、民間団体から「奈白本吉

大夜景」に選ばれたoその奥
の高台にある「ほったらかし
温泉」も人気∧　　･=

一
１
１
１
÷
－
―

ど
奔
放
な
青
年
期
を
送
っ
た
嘉

一
郎
。
や
が
て
政
治
活
動
に
傾

倒
し
、
郡
会
議
員
、
県
議
、
村

長
と
経
歴
を
重
ね
て
い
く
。

　
だ
が
、
県
内
出
身
の
実
業
家

た
ち
が
金
融
や
鉄
道
な
ど
で
実

績
を
上
げ
始
め
た
時
期
。
こ
れ

ら
郷
土
の
先
輩
だ
ち
と
の
交
流

が
後
半
生
の
行
方
を
変
え
た
。

　
株
の
取
引
に
の
め
り
込
ん
だ

【名産】ぶどう（巨峰）、

桃、さくらんぼ、イノ

ブタ、馬刺し
　　　　【問い合わせ】根津記l一

意館曾0553･21 ･8250、

山梨市観光協会曾0553･22･11
11

嘉
一
郎
を
戒
め
た
の
が
、
製
粉

事
業
な
ど
を
手
が
け
た
甲
州
財

閥
の
重
鎮
・
雨
宮
敏
次
郎
（
１

８
４
６
～
Ｉ
Ｉ
９
１
１
年
）
だ
っ

た
。
「
後
世
に
残
る
事
業
を
志

す
べ
き
だ
」
。
こ
の
助
言
を
胸

に
、
１
８
９
９
年
に
房
総
鉄
道

（
千
葉
県
）
の
取
締
役
に
就
き
、

初
め
て
鉄
道
事
業
に
関
与
。
６

年
後
に
は
経
営
が
傾
い
て
い
た

く
し
た
「
鉄
道
尹

根津が県内の小学校に贈っ

たピアノ（根津記念館で）

　
ね
づ
・
か
い
ち
ろ
う
　
１
８
６
０
～
１
９
４
０

1
1
L
QS
g
k
.
S
_
k

n
g
4
t
l
S
l
r
n
o

j
m
Z
j
n
f
i
l
H

｡
;
1
｡
Z
｡
1
1
1

東
武
鉄
道
の
社
長
に
な
り
、
本

格
的
に
再
生
に
乗
り
出
す
。

　
心
血
を
注
い
だ
東
武
で
は
、

無
駄
な
経
費
を
カ
ッ
ト
す
る

「
迎
賓
館
」
が
記
念
館
に

　
根
津
記
念
館
担
当
の
山
梨
市

教
委
職
員
、
大
野
慶
人
さ
ん

（
2
8
）

回
　
に
に
ド
ト
ト
ト
ド
…
…
」

‐
｛
民
ね
Ｅ
’
Ｒ
に
『
｀
一

―
‐
‐
‐

　
一
方
、
利
根
川
へ
の
架
橋
や
観

光
地
・
日
光
へ
の
延
伸
な
ど
、

収
益
が
見
込
め
る
事
業
に
は

積
極
的
に
投
資
。
沿
線
へ
の
工

場
誘
致
に
も
尽
力
し
た
。
鉄
道

業
界
で
評
判
を
呼
び
、
経
営
参

画
を
求
め
る
声
が
相
次
ぎ
、
活

躍
の
場
を
関
西
方
面
に
も
広

げ
た
。

　
地
元
住
民
の
念
願
だ
っ
た
橋

　
（
根
津
橋
）
の
建
設
資
金
を
提

供
す
る
な
ど
、
郷
里
の
発
展
に

も
情
熱
を
庄
い
だ
。
山
梨
大
の

斎
藤
康
彦
教
授
（
6
5
）
（
近
代
日

本
経
済
史
）
は
「
決
断
力
、
実

行
力
だ
け
で
な
く
、
社
会
貢
献

に
も
取
り
組
む
幅
広
い
視
野
が

あ
っ
た
」
と
指
摘
す
る
。

　
中
央
線
沿
い
に
あ
る
聖
徳

寺
。
嘉
一
郎
の
遺
骨
が
分
納
さ

れ
た
墓
は
、
電
車
の
車
窓
か
ら

も
見
え
る
よ
う
に
立
ち
、
嘉
一

郎
が
か
か
わ
っ
た
企
業
の
関
係

者
が
遺
徳
を
し
の
ん
で
訪
れ
る

こ
と
も
あ
る
と
い
う
。
嘉
一
郎

な
ら
、
今
の
厳
し
い
経
済
情
勢

を
ど
う
乗
り
切
る
の
だ
ろ
う
。

墓
に
手
を
合
わ
せ
な
が
ら
、
そ

ん
な
思
い
が
浮
か
ん
だ
。

　
　
　
（
甲
府
支
局
　
野
村
順
）
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ｌ
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÷
ｉ
ｌ
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Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
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Ｆ
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Ｉ
Ｉ
ｊ
ｊ
－
－
一
Ｉ
Ｆ
Ｉ
ｌ
ｉ
ｄ
ｌ
Ｉ
Ｉ
ｄ
ｌ
ｌ

　
も
と
も
と
実
家
は
こ
の
近
く

に
あ
り
、
根
津
家
が

１
９
３
０

年
代
前
半
に
現
在
地
に
移
転
・

整
備
し
、
嘉
一
郎
の
山
梨
で
の

迎
賓
館
と
い
う
役
割
も
担
っ
て
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／
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ｊ

ｊ
　
Ｍ
ｊ
Ｓ

　
台
座
部
分
は
1
2
肩
、
銅
像
部
分

　
は
５
肩
。
東
武
鉄
道
を
中
心
に

　
3
0
を
超
え
る
鉄
道
事
業
に
携
わ

　
り
、
「
鉄
道
王
」
と
呼
ぱ
れ
た

1
1
1
1
山
梨
市
出
身
の
実
業
家
・
根
淳

二
芒
郎
（
初
代
）
の
姿
だ
。

　
　
「
台
座
が
高
い
の
は
、
地
元

に
と
っ
て
そ
れ
だ
け
偉
大
で
、

深
く
慕
わ
れ
て
い
た
こ
と
の
表

れ
で
す
」
。
地
域
お
こ
し
の
Ｎ

Ｐ
Ｏ
法
人
「
山
梨
ガ
バ
メ
ン
ト

協
会
」
　
（
山
梨
市
）
理
事
で
、

郷
土
史
に
詳
し
い
根
津
和
博
さ

ん
（
3
5
）
が
説
明
す
る
。

　
　
「
企
業
は
、
国
家
や
社
会
に

本
当
に
寄
与
し
よ
う
と
す
る
真

の
目
的
が
な
く
て
は
栄
え
る
も

(山梨県根津嘉一郎
ﾄﾞ仕

入･.6、

ノ
妙
尚
Ｊ
タ

の
で
は
な
い
」
。
嘉
一
郎
を
顕

彰
す
る
「
根
津
記
念
館
」
の
展

示
室
に
は
、
回
顧
録
の
一
文
が

掲
げ
ら
れ
て
い
る
。
企
業
経
営

の
神
髄
を
言
い
表
し
た
も
の

で
、
そ
の
人
生
の
歩
み
へ
と
来

館
者
の
興
味
を
い
ざ
な
う
０
１

　
農
商
業
を
営
む
大
資
産
家
の

後
継
ぎ
と
目
さ
れ
な
が
ら
、
東

京
に
出
奔
し
て
漢
学
を
学
ぶ
な

7ぺ
に

尽

民
家
の
屋
根
よ
り
高
く
そ
び
え
る
根
津
嘉
一
郎

像
（
’
山
梨
県
山
梨
市
で
て
日
宮
坂
永
史
撮
影

Ｉ
汚
分
坂
ｒ
』
地
堺
は
天
心
鼠
罰
・
－
ブ
ー
吋
目

ｔ
ｌ
ｌ
一
一
■
―
Ｉ
■
―
ｊ
Ｉ
Ｉ
Ｉ

ど
奔
放
な
青
年
期
を
送
っ
た
嘉

一
郎
。
や
が
て
政
治
活
動
に
傾

倒
し
、
郡
会
議
員
、
県
議
、
村

長
と
経
歴
を
重
ね
て
い
く
。

　
だ
が
、
県
内
出
身
の
実
業
家

た
ち
が
金
融
や
鉄
道
な
ど
で
実

績
を
上
げ
始
め
た
時
期
。
こ
れ

ら
郷
土
の
先
輩
だ
ち
と
の
交
流

が
後
半
生
の
行
方
を
変
え
た
。

　
株
の
取
引
に
の
め
り
込
ん
だ

嘉
一
郎
を
戒
め
た
の
が
、
製
粉

事
業
な
ど
を
手
が
け
た
甲
州
財

閥
の
重
鎮
・
雨
宮
敬
次
郎
（
１

８
４
６
～
１
９
１
１
－
年
）
た
っ

た
。
「
後
世
に
残
る
事
業
を
志

す
べ
き
だ
」
。
こ
の
助
言
を
胸

に
、
１
－
８
９
９
年
に
房
総
鉄
道

（
千
葉
県
）
の
取
締
役
に
就
き
、

初
め
て
鉄
道
事
業
に
関
与
。
６

年
後
に
は
経
営
が
傾
い
て
い
た

く
し
た
「
鉄
道
尹

根津が県内の小学校に贈っ

たピアノ（根津記念館で）

　
ね
づ
・
か
い
ち
ろ
う
　
１
８
６
０
～
Ｉ
－
９
４
０

年
。
東
武
グ
ル
ー
プ
の
創
始
者
。
東
京
電
灯
（
現

・
東
京
電
力
）
監
査
役
を
経
て
、
１
－
９
０
５
年
に

東
武
鉄
道
の
社
長
に
就
き
、
企
業
再
生
の
手
腕
を

発
揮
し
た
。
富
国
徴
兵
保
険
（
現
・
富
国
生
命
）
、

日
清
製
粉
な
ど
他
業
界
に
も
幅
広
く
進
出
し
、
関

与
し
た
企
業
は
１
０
０
を
超
え
る
。
教
育
事
業
に

力
を
注
ぎ
、
東
京
・
練
馬
に
旧
制
武
蔵
高
（
現
・

武
蔵
大
）
を
創
立
。
美
術
品
収
集
に
も
熱
心
で
、

没
後
に
は
東
京
・
青
山
に
「
根
津
美
術
館
」
が
設

立
さ
れ
た
。
衆
院
議
員
も
連
続
４
期
務
め
る
。
万

力
公
園
の
銅
像
は
3
2
年
、
有
志
３
０
０
０
人
の
寄

付
で
建
設
さ
れ
た
。

東
武
鉄
道
の
社
長
に
な
り
、
本

格
的
に
再
生
に
乗
り
出
す
。

　
心
血
を
注
い
だ
東
武
で
は
、

無
駄
な
経
費
を
カ
ッ
ト
す
る

「
迎
賓
館
」
が
記
念
館
に

　
根
津
記
念
館
担
当
の
山
梨
市

教
委
職
員
、
大
野
慶
人
さ
ん

（
2
8
）

　
根
津
記
念

館
は
２
０
０

８
年
1
0
月
、

山
梨
市
が
嘉

一
郎
の
実
家
で
あ
る
根
津
家
居

宅
跡
を
改
修
し
て
開
館
し
ま
し

た
。
「
長
屋
門
」
　
「
旧
主
屋
」

な
ど
が
国
登
録
有
形
文
化
財
に

指
定
さ
れ
、
館
内
に
は
富
士
山

を
借
景
に
し
た
庭
園
も
あ
り
ま

す
。

　
地
元
住
民
の
念
願
だ
っ
た
橋

　
（
根
津
橋
）
の
建
設
資
金
を
提

供
す
る
な
ど
、
郷
里
の
発
展
に

も
情
熱
を
注
い
だ
。
山
梨
大
の

斎
藤
康
彦
教
授
（
6
5
）
（
近
代
日

本
経
済
史
）
は
「
決
断
力
、
実

行
力
だ
け
で
な
く
、
社
会
貢
献

に
も
取
り
組
む
幅
広
い
視
野
が

あ
っ
た
」
と
指
摘
す
る
。

　
中
央
線
沿
い
に
あ
る
聖
徳

寺
。
嘉
一
郎
の
遺
骨
が
分
納
さ

れ
た
墓
は
、
電
車
の
車
窓
か
ら

も
見
え
る
よ
う
に
立
ち
、
嘉
一

郎
が
か
か
わ
っ
た
企
業
の
関
係

者
が
遺
徳
を
し
の
ん
で
訪
れ
る

こ
と
も
あ
る
と
い
う
。
嘉
一
郎

な
ら
、
今
の
厳
し
い
経
済
情
勢

を
ど
う
乗
り
切
る
の
だ
ろ
う
。

墓
に
手
を
合
わ
せ
な
が
ら
、
そ

ん
な
思
い
が
浮
か
ん
だ
。

　
　
　
（
甲
府
支
局
　
野
村
順
）

　
も
と
も
と
実
家
は
こ
の
近
く

に
あ
り
、
根
津
家
が
１
９
３
０

年
代
前
半
に
現
在
地
に
移
転
・

整
備
し
、
嘉
一
郎
の
山
梨
で
の

迎
賓
館
と
い
う
役
割
も
担
っ
て

い
ま
し
た
。
ボ
イ
ラ
ー
設
備
な

ど
も
取
り
入
れ
た
「
近
代
和
風

建
築
」
で
、
嘉
一
郎
の
意
向

を
反
映
し
た
と
さ
れ
て
い
ま

す
。
　
４
月
初
旬
に
は
、
山
梨
市

駅
南
側
に
整
備
さ
れ
た
散
策

道
周
辺
で
、
桃
の
花
が
見
頃

に
な
り
ま
す
の
で
、
ぜ
ひ
記
念

館
と
一
緒
に
楽
し
ん
で
く
だ
さ

い
。
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